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デジタル決済インフラを巡る最近の動向

◼ 広範な取り組みが一段と具体化する下、情報発信は量・質ともに増加

• 日本金融学会・年次総会（5月）、BIS年報論文公表（6月）、

Digital Euroに関する欧州委提案（6月）、韓国銀行総裁就任演説

（4月）、イングランド銀行によるステーブルコイン規制案（6月）、等多数。

◼ 金融仲介、金融システム、金融政策への影響等、論点は多様化

• これらの論点に関するさまざまな主体による評価や分析も、これまでのデジタル

通貨フォーラムの提言と整合的。

◼ 「現在の通貨システムのメリットを維持しつつ、新しいデジタル技術の

メリットを取り込んでいく」という問題意識はほぼ共有されている

• ①トークン化預金、②（そのマルチバンクでの利用を円滑に行う観点からの）

デジタル化中銀預金、③トークン化資産（国債等）、を実現し、これと既存

の集中型インフラを組み合わせるという未来像もほぼ共有されつつある。 3
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日本金融学会全国大会（5月16、17日、於新潟）

©朱鷺メッセ
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https://www.jsmeweb.org/ja/annual
/prog26s/program/abstract/P2-
hiromiyamaoka.pdf
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（出所）日本銀行氷見野副総裁講演「通貨の単一性と中央銀行の役割」（2026年5月16日）より
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（出所）日本銀行氷見野副総裁講演「通貨の単一性と中央銀行の役割」（2026年5月16日）より
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（出所）日本銀行氷見野副総裁講演「通貨の単一性と中央銀行の役割」（2026年5月16日）より
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国際決済銀行（BIS）年報論文（2026年6月22日公表）

https://www.bis.org/publ/arpdf/ar2026e3.htm 9
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BIS年報論文の概要

◼ デジタル時代にいかに通貨への信頼を確保するかは大きな課題

◼ ステーブルコインは「単一性」、供給の「弾力性」、不正に使われ

ないといった意味での「健全性」などの面で課題を抱えている

◼ パブリック＆パーミッションレスのブロックチェーン基盤に基づくス

テーブルコインは、理論的には分裂に向かいがち

◼ 中央銀行と民間による金融仲介からなる現在の二層型通貨シ
ステムは優れた特性を持っており、これを活かすべき

◼ トークン化を預金・中央銀行預金および国債などの資産に応
用していく「統合台帳」（unified ledger）が、これからの金
融インフラの姿として考えられる
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国際決済銀行（BIS）の提唱する「統合台帳」（Unified Ledger）

https://www.bis.org/publ/arpdf/ar2026e3.htm
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自民党「次世代AI・オンチェーン金融プロジェクトチーム」提言より

https://storage2.jimin.jp/pdf/news/policy/213248_5.pdf 12
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Digital
Euro

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/api/files/document/print/en/ip_23_3501/IP_23_3501_EN.pdf

欧州委員会

提案

(2026年

6月23日）
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https://ec.europa.eu/commission/presscorner/api/files/document/print/en/ip_23_3501/IP_23_3501_EN.pdf

• Today's proposal sets out the legal framework and essential 

elements of the digital euro, which would enable – once 

adopted by the European Parliament and Council – the 

European Central Bank to eventually introduce a digital euro 

that is widely usable and available. It will be for the ECB to 

decide if and when to issue the digital euro. This project will 

require significant further technical work by the ECB.

デジタルユーロを発行すべきか否か、また、いつ発行するか
を決めるのは欧州中央銀行（ECB）
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https://ec.europa.eu/commission/presscorner/api/files/document/print/en/ip_23_3501/IP_23_3501_EN.pdf

• Stablecoins and other crypto-assets that are not 

denominated in euro, if widely used for payments, could also 

undermine the stability of our monetary system. It is 

therefore important to establish a digital form of the euro to 

ensure that people, businesses, and public entities continue 

to have access to a public form of money in euro which is 

accessible and accepted everywhere in the euro area and at 

any time.

非ユーロ建ステーブルコインや暗号資産が支払に広く
使われれば通貨システムの安定を脅かし得る
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Piero Cipollone “Central bank money
for the digital era” （2026年6月25日）より

https://www.ecb.europa.eu/press/key/date/2026/html/ecb.sp260625~db26a75179.en.pdf
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韓国銀行Hyun Song Shin総裁就任演説
（2026年4月21日）

（4つの重点分野）

「我々は、デジタル金融イノベーションに対応した未来の通貨システムのデザインを準備

しなければならない。漢江プロジェクトの第2フェーズを通じて、我々は中央銀行デジタ

ル通貨とトークン化預金の利用を拡大していく。また、Project Agoráなどの国際協

力を通じて、デジタル支払決済における韓国ウォンの地位を強化していく。韓国ウォンの

国際化や通貨システムのイノベーションが金融安定を脅かすことのないよう、我々は変

化する環境にふさわしいマクロプルーデンスの枠組みについても議論を続けていく。」
17



© デジタル通貨フォーラム All Rights Reserved. / Confidential

韓江プロジェクト
参加主体
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韓国銀行によるDigital Currency System構想

(出所） Bank of Korea
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英国（GBTD, Great British Tokenized Deposit）

https://www.ukfinance.org.uk/tokenised-sterling-deposits
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英国（GBTD, Great British Tokenized Deposit）
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（出所）日本銀行氷見野副総裁講演「通貨の単一性と中央銀行の役割」（2026年5月16日）より
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“the analysis in this paper points to the enduring 

importance of institutional trust in the monetary 

system. A purely decentralised monetary system, 

without the anchor of a trusted central authority, is 

structurally predisposed to fragmentation.

The question for policymakers is whether the 

genuine innovations of blockchain technology can 

be harnessed while preserving the institutional 

foundations that make a unified monetary system 

possible.”

(from Hyun Song Shin, “Tokenomics and blockchain fragmentation (March, 2026))

「信頼された中央のアンカーを持たない完全分散型の
通貨システムは構造的に分裂に向かう」

23



© デジタル通貨フォーラム All Rights Reserved. / Confidential

（出所）Hyun Song Shin “Tokenomics and Blockchain Fragmentation” (Mar. 2026)
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© デジタル通貨フォーラム All Rights Reserved. / Confidential（出所）国際決済銀行 “Anchoring Trust in Money: Innovation beyond stablecoins” (June 2026) 25
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https://tether.io/news/tether-updates-users-on-strategic-changes-to-its-product-support-offering/
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イングランド銀行によるシステミック・ステーブルコイン規制案
（2026年6月22日公表）

◼ 英ポンド建のシステミックなステーブルコインの裏付け資産のう

ち、短期国債、レポ（残存期間6か月以内）は最大70％とし、

残りは無利子の中央銀行預金とする

◼  発行額は400億ポンドを上限とする

• 今後、2026年9月22日まで市中コメントを求め、2026年末までに規制を

最終化する予定。
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イングランド銀行によるシステミック・ステーブルコイン規制案
（2026年6月22日公表）

https://www.bankofengland.co.uk/paper/2026/ps/sterling-denominated-systemic-stablecoin
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【債権譲渡】 【証券（持参人払式）】

「トークン化預金」と「銀行発行ステーブルコイン」
ー 預金の「消滅-発生構成」と持参人払式証券（bearer instrument) ー

債務者

譲渡人 譲渡人

確定日付証書に
よる通知または承諾

債務者

譲渡人 譲渡人

紙の有価証券の占有移転

【預 金】 【現 金】
     （消滅ｰ発生構成） （占有＝所有説）

銀 行

送金人 受取人

送金と共に送金人・受取人とも送金前の残高
がいったん消滅し、直ちに新しい残高が発生

買い手 売り手

現金の占有移転とともに、対抗要件
具備のみならず、現金の所有権も移転 29



© デジタル通貨フォーラム All Rights Reserved. / Confidential

世界の方向性

◼ 経済社会の基盤となるデジタル支払決済インフラの構築

• 価値の安定、通貨の単一性、法定通貨との即時・等価の交換。

個別性を持たない（fungible）。企業間の支払決済にも安心して使える。

• 犯罪・不正に使われやすいものであってはならない。KYC、AML/CFT確保。

◼ デジタル技術のメリットの活用

• スマートコントラクト、アトミックスワップの活用によるDVP、PVPの実現。

• デジタル資産取引、国際送金など広範な取引の効率化＆コスト削減。

◼ 既存の集中型インフラや証券インフラ等との連携

• 中銀RTGSシステムや既存の集中型支払決済インフラとの連携。

• 資産（証券等）のデジタルトークン化と資産・資金の連動。
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